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生体の細胞膜にはイオンチャネルという分子があり、さまざまな刺激でイオンの通り道を開けたり閉じたりし
ている。この働きで細胞は活動電位を発生し、神経伝達などを行うことができる。例えば、熱を感じるとき
は3種類のチャネルが順番に働くことにより、まずCa²⁺が細胞に入り、次にCl⁻が外に出て、最後に活動電
位が発生するが、これらの分子間相互作用の仕組みはほとんどわかっていない。本研究では、これらのチャ
ネルがどのように協力して働くかを高速原子間力顕微鏡という最新技術で解明する。
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